
 

国・地方連携会議ネットワークを活用した男女共同参画推進事業 

（報告） 

 

団 体 名 ：ふくい女性ネット     

 

【開催趣旨・目的】 

福井県の夫婦のいる世帯数に占める共働き世帯数の割合は、５８．２％と日本一の数字とな

っている。しかし、職場において管理職に就いている女性は非常に少なく、福井県の女性がさ

らに優れた能力を存分に発揮するためには、地域や職場で、さらに責任ある役割を担うことが

できる社会づくりが重要である。 

２０１０年は APEC 女性リーダーズネットワーク会合が開催された。その趣旨に関連した講演

会を開催することにより、より多くの女性の意識の向上を目指す。 

 

【シンポジウム等の名称】 

 ２０１０APEC 女性リーダーズネットワーク（WLN）会合関連セミナー 

 「女性活躍が企業を伸ばす－経営戦略としてのワーク・ライフ・バランス－」 

 

【日   時】 平成２３年１月２２日（土）午後１３：００～１５：３０ 

【場   所】 福井県生活学習館 ユー･アイふくい 多目的ホール 

【参 加 者 数】 ２００人 

【プログラム】 （１）講演会  

演題  女性活躍が企業を伸ばす 

－経営戦略としてのワーク・ライフ・バランス－ 

講師  株式会社 東レ経営研究所 

          ダイバーシティ＆ワークライフバランス研究部長 

          渥美 由喜 氏 

         （２）2010APEC 女性リーダーズネットワーク（WLN）会合参加報告会 

          報告者 ふくい女性ネット 

              笠松 尚子（株式会社 SHINDO） 

 

【参加者からの主な意見】 

・ ワーク･ライフ・バランスについて具体的な事例紹介があり、わかりやすかった。 

・ これからの時代に合ったテーマだった。 

・ 女性活躍に向けて企業が取り組むべきポイントが認識できた。 

・ 頭の中ではなんとなくわかっていたが、改めて仕事と家庭のバランスの大切さを感じた。 

・ 普段なかなか考えることができない問題についての 1 つの契機となった。 

・ ワーク･ライフ･バランスを推進するため組織運営や職場での対応のヒントになる話が聞けた。 

資料１－４ 



【シンポジウム等を通して得た成果（効果）】 

・ 講演会には働く女性だけでなく、男性や企業の人事担当者が多数参加した。 

・ 女性が活躍する職場づくりは、女性だけではなく、誰もがいつでもどこでも働きやすい職場

をつくることであり、幅広い層にワーク･ライフ・バランスに取り組む意義について理解を深

めることができた。 

・ 2010APEC女性リーダーズネットワーク（WLN）会合参加報告会を併せて行うことにより、こ

のセミナーを開催した目的について明らかにするともに、ふくい女性ネットが行っているネッ

トワークづくりの重要性について示すことができた。 

・ 企画、司会、運営等をふくい女性ネットのメンバーが行うことにより、メンバー自身の能力

アップに繋がるとともに、同団体の目的や活動について、広く周知することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の課題】 

・ ふくい女性ネットメンバー一人ひとりの能力アップだけに留まらず、同団体での活動成果を

企業にフィードバックし、企業内での女性の活躍を推進していくこと。 

・ 企業のトップや人事担当者に対して積極的働きかけを行うことで、福井の女性たちが能力を

発揮できる場を一層拡大すること。 

・ ふくい女性ネットの活動をいままで以上に県内外に広く発信し、ネットワークの輪を広げて

いくこと。 

会場の状況 

    

   渥美由喜氏の講演            ふくい女性ネットメンバーからの報告 






